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発達障害における同時処理・系列処理とその統合について

数課題からの検討

氷上志子
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them in developmenta1 disorders 
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発達障筈児の治療教育に神経心理学的知見を応用し，それによってより効巣的方法論を構築す

ることが筆者の最終的な目的である。神経心理学的モデルから考えると心理機能のシステムは，

Dasら(1986)や大脳半球の特殊性に関する研究から同時処理プロセスと系列処理プロセスの一

つの様式で捉え得る。需時処埋プロセスとは個々の情報単位を空間的廃係のある構造へ統合する

こと，系列処理プロセスとは個々の情報単位を時開的に犠造化された連続へ統合することであ

る。

系列処理プロセスの基本的な はmemoryspanのような短期貯藤システムに保持でき

る容量で示されることが報告されており(Dasら， 1975)，さらに言語的短態記憶容量の mem岨

ory spanに対し，視覚的矩期記憶容量も問題解決の擦重要であることが報告された(Ichikawa， 

1983)。この擦の視覚的矩期記憶はドットの空間的位蜜を記憶しておく時時処理プロセス課題で

あり，開時処理プロセスの基本的単位容量を示すと考えられる。これらのことから，同時・系列

のニ穣の処埋プロセスが各々基本的な単位容量を持ち，各々が心理機能を規定する可能性がある

と言える。そのため発達障害における各処理フロセスの基本的単位容量の検討を本論文の課題の

ーっとした。

さらに，脳には隠時・系列の二種の処理フロセスが穿在するが，その二種の処理プロセスはあ

る一つの課題に対して並行的に機能しながら，尚かっ種々の処理レベルで直接的に相互作用する

ことが課題解決の際に重要であると考えられる(参考としてDash& Das 1984， Sperry 1984，他)。
そのような機能の相互作用性をこの報告では処理機能の f統合Jという言葉で呼び，高次心理機
能との関連について検討することを第ニの課題とした。

R.実験

1網実験の毘的

心理機能を規定すると考えられる照時・系列処理プロセスの基本的単位容量，およびその二種

の処環フ@ロセスの「統合j機能について，精神避滞者群と健常児者群で比較検討すること。
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2.課題の設定一一数課題を用いて

・同時処理プロセス関連課題 coun出gを要さずに郎時的に(あたかも形態を同定する如くに)

数を同定する事はsubitizingと呼ばれ，同時処理プロセスによる。Ic凶awa (1983)が視覚的短

期記憶容量の検討に用いたように，ドットの空間的位置の保持できる容量を同時処理容量とする0

・系列処理プロセス関連課題(数唱課題 Dasら(1975)によれば系列処理プロセス要悶と

最も関連が深いのは数唱課題である。ここでは視覚呈示法による数唱を用いる。

・問持処理プロセスおよび系列処理プロセスの統合に関する課題(数判断十系列保持 sub-

itizingが可能な範闘の刺激の数判断を連続的に行い，その結果を系列的に保持・再生する課題を

設定する。この場合，判断のための方絡としてはsubitizingでなく coun出gを用いた場合，系列

処理プロセス内での干渉を起こし，保持できる系列数は減少すると考えられる。数判断について

は同時処理プロセスが中心的に関与し，系列処理プロセスである数系列の保持に子渉を生じな

かった場合に得点が高くなるよう設定する。

以上の考えに基づき，次の 4つの課題を作成，実施した。

① 瞬間的に数個の円が呈示され，その数を判断する視覚的数判断課題 1 [略称TACH.]

② より厳密な subitizingの条件の設定として，円が呈示された直後に即座に拐害刺激が呈示さ

れる様式の視(知)覚的数判断課題2[略称SUBI.]

③ 継時的に呈示される数字を系列的に保持する数唱課題[略称SPAN]

④ 瞬間的な数判断をしながら系列的に保持していく間持・系列統合課題[絡称INTEG.] 

以上の課題を精神遅滞者群で行い，比較検討のため健常児群およひ'健常成人群で、行った。

3.実験方法

一一被験者一一

<精神遅滞者群>精神薄弱者施設入所者23名。その内，数字の読みあるいは数え上げに罰難を

示し課題ができなかった 3名，精神年齢および課題得点で高い外れ値となった 2名，が結果

から捺外された。残りの18名の生活年齢の平均23:05識(R. 14: 07歳-31: 10競)。田中

ピネー知能検査の平均IQ38. 7 (R. IQ 30-IQ 48)，精神年齢の平均 6: 09歳 (R. 5 : 

03歳-8 : 06歳)。

<健常児群>生活年齢の平均 6: 09歳 (R. 5 :00競-8 : 09歳)の23名。数えあげと数字

読みは全員可能。

<健常成人群>生活年齢の平均24:04議(R. 21: 08歳-30:06歳)の健常者15名。

一一手続き一一

0精神遅滞者群及び健常先群

①視覚的数判断課題 1(記憶妨害刺激なし略称 TACH.

被験者の合簡によって BEEP音が鳴り毘時に CRT画商中央に凝視点を200ms呈示。引き続き

磁面中央12αnX12cmの範閤内に複数の直接0.9cmの黄色丹を100ms簡呈示。この時の最大視角度

は2.20 0 300 ms後Beep音が鳴り被験者に口頭による回答を求めた。下隈2個，上限6倒の 5

種類の刺激がランダムな順序で盟示された。各5回，計25試行を施行。

@ 視(知)覚的数判断課題2(記憶妨害刺激あり略称 SUBI. 
ターゲットとなる刺激の呈示方法および被験者の囲答の仕方は 1のTACH. と同様。ただし，

ターゲ、ット刺激の呈示後期療に妨害刺激を盟示。刺激の種類および呈示窪数はTACH.課題と
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同様。

③ スパン課題:略称 SPAN 

刺激は下限2系列，上限6系列のー桁の数字によるランダム系列。 BEEP音後200msで呈示

持続時間200ms， SOA 1000 msで1字づ、つ呈示された。すべての数字が呈示され終わると被験

者は口頭再生を求められた。各系列5試行，計25試行施行。

④統合課題:略称別TEG.

一度に呈示される刺激の呈示方法はTACH.課題と間様で，刺激数は下限1倒，上限3個。

系列数は下隈2系列，上眼6系列でJI国序はランダムであった。刺激呈示持続時聞は100ms， 

SOAは1000msであった。 1試行ごとに被験者は口頭再生を求められた。各系列5試符，計25試

行施行。

・スコアリング:各課題についてCaseら(1982)の実験結果のスコアリングの方法に従い得点

fヒを行った。

・精神運滞者群は聴覚的DigitSp制課題と幼少年教育研究所編「幼児・児童読書力テストjを施

行。

0健常成人群

実験方法は，刺激数・試行数等の条件を除き健常児群・精神運滞者群の施行方法と同様。

m.実験の結果と考察

1 .輔神遅滞者群の開時・系列処理プロセスの基本的容量について一一健常児群との比較

.系列処理プロセスの基本的容量に関する検討

分散分析の結果，精神年齢が統制されていたにも関わらず， TACH.， SPAN，剖TEG.の

3種の課題得点では精神遅滞者群は健常児群より有意に低い得点を示した (Fig.1)。系列処理

プロセスの基本的容量において，精神遅滞者群では精神年齢から期待されるよりも有意に低い段

構での発達的限界を示したと震える。この結果は精神i遅滞群は系列処理プロセス機能が劣ってい

るとしたDasら(1979)や久保出(1965)の報告と一致した。系列処理プロセスの基本的容量

の少なさが精神遅滞群の高次心理機能の発達に障害をもたらす根本的原闘の一つであることが再

認識された。
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Fig.1 Z得点の群間比較

CHILDとMR聞にTACH(P <.05)， SPAN (P <.01)， INTEG (P <.01)で有意
蓋あり。 SUBIは有意差なし (P>.10)。
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-問時処理プロセスの基本的容量に関する検討

分散分析の結果， SUBI.課題得点は他の 3課題とは異なり，精神避滞者群と健常児群に有意

な差はなかった(Fig. 1)0 SUBI.課題は基本的に subitizingできる範盟を示し，群問の得点の

比較は相対的に同時処理プロセス容量の基本的単位器量を示す。そのため，基本的同時処理プロ

セス容量は精神遅滞者群も精神年齢から期待される設階に発達していると考えられ，系列処理に

比較すると障害されていないことが示された。このことから精神遅滞者の精神年齢として表され

た課題解決能力は同時処理プロセスのサブシステムに多くを依存する可能性が示唆される。つま

り，健常者では系列処理プロセスのサブシステムが中心的に機能する課題に対し，精神遅滞者で

は向時処理プロセスのサブシステムの関与を大きくして対応し，系列処理プロゼスの基本的容量

による制限の範臨を越えた精神発達を示すと考えられる。

2.統合課題について

群内の比較(Table 1， Table 2 )では，精神遅滞者群の精神年齢 (M.A.)および読書カテ

ストと有意な相関を示したのは4課題の内町TEG.課題得点のみであった。健常児群の生活年

齢と書華麗得点の相関も 4課題の内INTEG.課題で最も高かった。 INTEG.課題が精神機能の

発達と高い関連をもつことが精神遅滞者群・健常児群の両方で示された。一方，健常克群では

SPAN課題， SUBI.課題も生活年齢 (C.A.)と有意な相欝を示したが，精神遅滞者群では，

SPAN課題の得点も SUBI.課題の得点も，精神年齢・生活年齢のどちらとも有意な椙関が見ら

れなかった。また，系列処理プロセスの関与が最も高いとされる聴覚的脱出Span課題との相

関は， SPAN >悶TEG.で，これと逆に精神年齢および読書力テストとの相関は悶TEG.課題が

最も高く， SPAN課題，聴覚的DigitSp;舗といった願で相闘が低く，再処理フ。ロセスの統合が課

題解決に重要な心理機能で、あることが示された。

Table 1. 精神遅滞者群の相関係数行列

変数名 C.A M.A TACH. SUBl SPAN lNTEG 欝覚担 s

C. A 一一0.28 0.31 -0.27 0.06 0.21 0.10 

M.A -0‘28 0.06 0.22 0.45 0.58* 0.35 

TAC昆 0.31…0.06 0.17 0.32 0.32 0.40 

SむBl 0.27 0.22 -0.17 - -0.26 -0.06 -0.41 

SPAN 0.06 0.45 0.32 -0.26 0.68** 0.69*傘

lNTEG. -0.21 0.58事 0.32 -0.06 0.68** 0.48* 

聴覚D.S 0.10 0.35 0.40 -0.41 0.69車掌 0.48掌

読書聖TEST -0.39 0.76** 0.17 0.40 0.44 0.47事 0.36 

Table 2. 健常克群の棺関係数行列

変数名 C. Aョ TACH. SUBl. SPAN lNTEG 

C. A. 0.26 0‘68家・ 0.82*' 0.89ホ*
TACH. I 0.26 - 0.44 0.21 0.21 

SUBl. I 0.68事'0.44 0.50 0.56本

SPAN I 0.82事， 0.21 0.50 0.84** 

lNTEG. I 0.89** 0.21 0.56事 0.84'* ー

C.Aと有意な相関告示したのは SUBl.(P< .01)‘SPAN (p 

< .01)、 lNTEG. (p< 岨侃)

C. Aとの相関は lNTEG.> SPAN >SUBl 

出 Aあるいは読書聖テストとの絡隠はlNTEG寸>SPAN >聴覚 D.S、こ 5%の危険率で事愈に棺関

のうち省君主企格問を2詳したのは lNTEG課題のみ (p<.05)0 '* 1 %の危険率で帯意に椅関
軍事党百 sとの格闘は SPAN> lNTEG 

3.精神遅滞群以外の発建障害への研究の拡大ヘ向けて

今出の報告で精神遅滞者の多くは系列処理プロセス容量の低さが顕著であり，それが基本的な

学習の非効率状況を生んで、いることが示された。しかし被験者の中には聴覚Digitspan課題や

SPAN課題で最高得点を示しながら，精神年齢では群のほぼ王子均の被験者も存症した。この被験

者はSUBI.課題では他の被験者と異なり正答を一度も出す事ができず，また INTEG.課題を

行うと系列処理プロセスiこ比較して大幅な得点のダウンを示した。同時処理プロセスの問題と，

調処理プロセスの相互作用の開題を示したと言える。

この被験者のfJlJは，心理機能を処理プロセスの相互作用から考えることで発達段階尺度で捉え
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きれない心理機能の障害レベルについての個人的特徴を明確にできることを示した。

4.精神年齢が示すものの質的な差異と治療的アプローチへの示唆

今回の報告では知能検査が示す精神年齢が向程度であっても，処理プロセスには個人差のある

ことが示された。それは一方で，揮筈が軽い(あるいは障害されていない)心理機能が樽筈の大

きい機能を補うという形で実際的な課題解決能力を増加させる可能性を示したと言える。偲々人

の心環機能を神経心理学的なモデルから詳細に把握する事で，樟害を示した心理機能より効果的

な代噴が治療教育において可能になると考える。
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